
 

 

はじめに 

 

 国土交通省では、平成 15 年の「美しい国づくり政策大綱」の公表以降、景観施策の拡充を図っ

てきました。公共事業においては、「国土交通省所管事業における景観検討の基本方針（案）」（平

成 19 年）に基づく景観への配慮が行われており、一方、地域においては、「景観法」（平成 16 年）

や「歴史まちづくり法」（平成 20 年）等に基づいて、地方公共団体が主体となった景観形成が進め

られています。 

 このような状況を背景として、「公共事業と地域が連携した一貫性のある景観形成」に対する社

会的な要請が高まっており、公共事業の景観整備には、地域の景観形成やまちづくりに効果を及ぼ

すことを意識した取組みが求められています。しかし、これまでは、公共事業における景観配慮が

地域のまちづくりにどのような効果を及ぼすことができるのか、またそれらの効果はどのような取

組みによって発現するのかについて、公共事業の現場技術者が活用できる情報が整備されていませ

んでした。 

 そこで、国土技術政策総合研究所では、平成 22～24 年度にかけて「美しいまちづくりに向けた

公共事業の景観創出の効果分析に関する研究」を実施し、公共事業の景観創出がまちづくりに及ぼ

す効果とその発現メカニズムの解明を行ってきました。 

本資料は、これらの研究成果をもとに、公共事業における景観配慮が地域のまちづくりに及ぼす

効果をわかりやすく示し、効果を多面的に発現させるための考え方や手法をまとめた技術資料です。

本資料の作成にあたっては、「公共事業の景観創出に関する研究会」（座長・法政大学福井恒明准教

授、当時）を設置し、３年間にわたり議論を積み重ねるとともに、２回の公開意見交換会を通じて、

実務者からの意見も反映させました。福井座長ならびに委員の皆様をはじめ、議論に参加いただい

た方々に厚く御礼申し上げます。 

本書が公共事業の現場で多くの方々に活用され、公共事業における景観配慮と地域の景観形成が

連携した美しく魅力あるまちづくりの一助となれば幸いです。 
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